
新

發

見

の
師
秀

説

草

に
就

て

石

橋

誡

道

昨
年

の
夏
余
は
宗
寶
調
査

の
下
調
の
爲
に
萬
無
上
人
の
傳
法
譜
脈
を
調
査
す
べ
く
鹿
谷
法
然
院
に
出
頭
し
た
。

そ
の
時
佳
職
萬
里
小
路

麟

雄
氏
は
快
く
余
を
引
見
し
上
人
の
譜
脹
を
盡
く
余
に
示
さ
る
玉
と
共
に
更
ら
に

一
本
を
持
ち
來

て
余
に
示
し
、

こ
の
書
は
恐
く
は
忍
澂

上
人
の
御
所
持

の
本
で
あ
る
と
思
は
る
玉
が
「
師
秀
読
草
」
と
書

い
て
あ
る
、
然
し
從
來
餘
り
に
そ
の
名
を
聞
か
な

い
が
如
何
な
る
書
物
で

あ
る
か
と
尋
ね
ら
れ
た
の
で
、
卷
を
開

い
て

一
見
し
た
所

こ
れ
は
恐
く
は
逆
修
読
法
の
異
本
で
あ
る
こ
と
に
氣
が
附

い
た
。
仍

て
暫
く
借

用

し
て
歸
り
淨
全
所
收

の
逆
修
読
法
と
比
較
す
る
に
、
相
違
す
る
點
甚
だ
多
く
最
も
古
體
を
存
す
る
異
本
で
あ
る

と
と
が
明
白
と
な
つ
た

し
か
も

こ
の
書
は
望
西
縷
了
惠
が
漢
語
燈
録

の
中
の
逆
修
読
法
の
跋
語
に
於

て

「
此
の
録
二
本
あ
り
或
は
眞
字
あ
り
或
は
假
字
あ
り
、
未

だ
何
れ
か
正
し
き
を
知
ら
す
、
今
且
ら
く
眞
字

の
本
に
就

て
之
を
集
む
る
者
な
り
」
と
言

つ
て
お
る
假
字
本
で
、
望
西
は
見
た
け
れ
ど
も

牧
録
し
な
か
つ
た
本
で
あ
る
。
そ
れ
が
今
佝
ほ
傳
つ
て
保
存
さ
れ
た
と

い
ふ
こ
と
は
眞
に
珍
ら
し
い
こ
と
で
あ
り
、
誠
に
得
難
き
珍
本
で

あ

る
。
然
る
に
安
土
の
淨
嚴
院
に
あ
る
無
縁
集
(
大
正
十
四
年
八
月
宗
寶
指
定
)
も
亦
た
逆
修
読
法
の
假
字
本
で
あ

る
こ
と
を
思
ひ
起
し
て

借

用
し
て
比
較
し
て
見
る
と
、
其
の
内
容
が
全
く

一
致
し

一
言

一
句
更
ら
に
異
る
こ
と
な
き
を
知
つ
て

一
暦
嬉
し
く
思
は
れ
た
。
但
し
安

土

の
無
縁
集
は
足
利
時
代

の
古
寫
本
で
、
紙
質
も
裝
幀
も
立
派
で
は
あ
る
が
、
最
後
の
奥
書
に
や
玉
飫
く
る
所
が
あ
る
。
然
る
に
と
の
師

秀
読
草
は
よ
り
完
全
に
奥
書
が
示
さ
れ
て
あ
る
か
ら
、
そ

の
缺
點
を
補
ふ
べ
く
更
ら
に

一
段

の
興
味
あ
る
實
に
貴

重
な
本
で
あ
る
。
而
し

新
發
見
の
師
秀
詭
草
に
就
　て
(石
橋
)

】



二

て
本
書

の
詳
細
を
藩
る
に
先
き
立
つ
て
ま
つ
本
書

の
起
草
の
原
因
、
そ
の
年
代
等
に
就
て
暫
く
考

へ
て
見
た
い
と
思
う
。

剛
、
本

書

の

起

草

逆
修
読
法
は
安
樂
房
邂
西
の
父
外
記
大
夫
師
秀
が
法
然
上
人
を
導
師
と
仰
ぎ
吉
水
の
禪
室
に
於
て
七
七
日
間
逆
修

の
法
會
を
修

せ
ら
れ

允
時
、
法
然
上
人
が
毎
日
淨
土
三
部
經
の
講
義
を
遊
さ
れ
た
そ
の
読
法
の
聞
書
で
あ
る
。
而
し
て
そ
れ
を
記
録

し
た
人

の
姓
名
は
解
ら
な

い
が
、
師
秀
読
草
の
奥
書
に
は
「
或
人
聞
二書
之

一畢
」
と
記
さ
れ
て
あ
る
か
ら
、
そ
の
席
に
あ
つ
た
誰
れ
人
か
が
、
そ
れ
を
記
録

し
た
も
の

で
あ
る
こ
と
は
確
か
で
あ
る
。
然

る
に
上
人
は
そ
の
中
始
の
六
七
日
間
導
師
を
勤
め
給
ひ
最
後

の
第
七
の
七
日
は
眞
觀
房
感
西
が
上
人
に

代

つ
て
導
師
を
勤
め
読
法
を
し
た
の
で
あ
つ
た
。
故
に
師
秀
読
草
の
奥
書
に
は
下
の
如
く
に
記
さ
れ
て
あ
る
。

ハ

テ

ニ

ノ

ハ

シ

バ

ニ

テ

ム

外
記
大
夫
師
秀
安
樂
房
之
父
也
、
於
二
吉
水
法
然
上
人
之
房
一五
十
箇
日
逆
修
之
七
日
々
々
導
師
法
然
上
人
也
、
但
第
七
座
翼
觀
爲
代
勤
〆

ヲ

ル

シ

ヲ

ヌ

之
、
或
人
聞
二書
之

一畢

こ
の
記
事
に
依
る
に
最
後
の
七
日
は
眞
觀
が
代
勤
し
た
こ
と
は
明
か
で
あ
る
。
故
に
勅
傳

の
四
十
八
の
卷
眞
觀

房
の
傳
に
は
左

の
如
く

記

さ
れ
て
あ
る
。

眞
觀
房
感
西
は
十
九
歳
に
て
始

て
上
人
の
門
室
に
入
る
。
師
と
し
事

へ
て
法
要
を
咨
詢
す
る

こ
と
多
く
の
年
な
り
。
選
擇
を
草
せ
ら
れ

け
る
に
も
こ
の
人
を
執
筆
・と
せ
ら
れ
け
り
。
叉
外
記

の
大
夫
逆
修
を
營
み
上
人
を
請
し
奉
り

て
唱
導
と
す
、
上
入

一
日
を
讓
り
て
眞
觀

房
に
勤
め
さ
せ
ら
れ
き
、
器
用
無
下
に
は
あ
ら
ざ
り
け
り
、
然
る
を
上
人
に
先
き
立
ち

て
正
治
二
年
閏
二
月
六

日
生
年
四
十
八
に
て
往

生
を
途
ぐ
と
。



脚

ち
師
秀
の
逆
修
読
法
は
上
人
と
眞
觀
房
と
に
因
て
完
了
さ
れ
た

こ
と
は
明
ら
か
で
あ
る
が
、
漢
語
燈
録

の
中
の
逆
修
説
法
に
は
初

の

六
七
旧
間
の
説
法
帥
ち
法
然
上
人

の
読
法
の
み
を
收
録
し
て
、
最
後

の
第
七
七
日
読
法
帥
ち
眞
觀
房
の
分
は
略
さ
れ

て
あ
る
。

こ
れ
蓋
し

語
燈
録
は
法
然
上
人

の
著
述
法
語
等

の
み
を
蒐
集
し
た
も
の
で
あ
る
か
ら
、
眞
觀
房
の
読
法
は
特
に
之
を
省

い
た
の
で
あ
る
。
然
る
に
師

秀
読
草
並
に
無
縁
集
に
は
こ
の
眞
觀
房

の
読
法
を
も
收
録
さ
れ
て
あ
る
こ
と
は
洵
に
喜
ば
し
い
こ
と
で
あ
る
。
而
し
て
本
書

の
内
容
は
大

經

.
觀
經

、.
阿
彌
陀
經

・
善
導

の
觀
經

の
疏

・
五
組
の
像
等

の
要
義
を
簡
明
に
読
明
し
た
も
の
で
、
宗
組

の
三
部
經
釋

・
選
擇
集
等
に
次

い
で
最
も
重
要
な
読
話
で
あ
る
こ
と
は
大
い
に
注
島
忌
す
べ
き
で
あ
る
。

二
、
本

書

記

録

の

年

代

本
書
記
録

の
年
代
は
何
處
に
も
記
述
し
て
な
い
が
、
第
四
七
日
の
読
法
の
中
に
「
眞
言
云
云
乃
至
如
二
選
擇
匚
と
か
、
或
は

「
讀
誦
大
乘

者
如
一一選
擇

凶」
等
と
云
ひ
、
叉
第
五
七
日
の
諡
法
に
も
「
道
綽
三
罪
乃
至
如
二選
擇
こ
と
言
は
れ
て
あ
る
か
ら
選
擇
集

の
撰
述
よ
り
も
後
で

あ
る

こ
と
は
確
か
で
あ
る
。
即
ち
選
擇
集
は
建
久
九
年
上
人
六
十
六
歳
の
時

の
撰
述

で
あ
る
故
に
、
逆
修
読
法
は
そ
れ
よ
り
竜
後
で
あ
る

こ
と

は
明
か
で
あ
る
。
然
る
に
又
眞
觀
房
感
西
は
前
記
の
如
く
正
治
二
年
二
月
六
日
に
示
寂
さ
れ
た
か
ら
逆
修
読
法

は
そ
れ
よ
り
も
前
で

あ
つ
た
こ
と
は
當
然
で
あ
る
。
然
る
に
選
擇
集
撰
述

の
年
代
に
就

て
は
種

々
の
異
読
が
傳

へ
ら
れ
て
あ
る
が
、
大
體

に
於
て
建
久
九
年
と

い
ふ
読
が
最
も
有
力
で
あ
る
。
所
が
建
久
九
年
と
し
て
叉
そ
の
年

の
何
月
何
日
に
成
功
し
、
叉
關
白
象
實
公
に
そ
れ
を
何
時
進
呈
せ
ら
れ

た
か
は
不
明
で
あ
る
が
、
勅
傅
第
十

一
卷
に
依
れ
ば

「
こ
の
書
(
選
擇
集
)
を
選
進
せ
ら
れ
て
後
同
年
五
月
.一
日
上
人

の
夢
の
中
に
善
導
和

樹
來

應
し
て
、
汝
專
修
念
佛
を
弘
通
す
る
故
に
殊
更
ら
に
來
れ
り
と
示
し
給
ふ
、

こ
の
書
冥
慮
に
か
な

へ
る
こ
と
知
り
ぬ
べ
し
、
深
く
信

新
發
見
の
師
秀
詭
草
に
獻
胆て
(石
橋
)

三



四

受
す

る
に
足
れ
り
L
と
云
ふ
文
が
あ
る
か
ら
、
少
く
と
も
こ
の
年
の
五
月
以
前
に
撰
述
し
給
ふ
た
と
と
は
明
か
で
あ
る
。
然
れ
ば
本
書

の
聞

書
は
建
久
九
年
の
五
月
か
ら
正
治
二
年

の
二
月
ま
で
(
建
久
十
年
四
月
改
元
し
て
正
治
と
云
ふ
)即
ち
上
人
が
六
十
六
歳

の
五
月
か
ら
六
十

八
歳

の
二
月
ま
で
、
僅
か
に

一
年
と
十
箇
月
の
聞
で
あ
つ
た
こ
と
が
明
ら
か
で
あ
る
。
越
智
專
明
氏
の
淨

土
宗
年
譜

に
は
建
久
五
年

の
出

來
事

と
さ
れ
て
あ
る
が
、
恐
く
は
何
等
か
の
誤
で
あ
ら
う
。

三
、
安
樂
房
並
に
其
父
師
秀

の
事
績

安
樂
房
瀧
西
は
法
然
上
人
の
數
多
き
門
弟

の
中
で
も
最
も
熱
烈
な
る
信
念
を
有
し
た
最
も
有
名
な
門
弟

で
あ
る
。
帥
ち
選
擇
集
の
撰
述

の
際

は
そ

の
執
筆
者
と
し
て
有
名
で
あ
り
。
鹿
谷
の
別
時
念
佛
禮
讃
に
就

て
は
御
所
の
女
房
出
家

の
事
件
で
有
名
で
あ
り
、
建
永
二
年

の

法
難

の
時
は
泰
然
自
若
と
し
て
死
刑
を
受
け

て
有
名
で
あ
る
。
愚
管
鈔

の
読
に
依
る
に
安
樂
房
は
も
と
泰
時
入
道
の
侍
で
あ
つ
た
が
、
後

に
入
道
し
て
念
佛
の
行
者
と
な
つ
た
と
言
は
れ
て
あ
る
。
叉
石
垣
の
金
光
房
が
念
佛
に
瞬
入
し
た
原
因
は
全
く
安
樂

房
の
教
化
の
力
で
あ

る
と
云
ふ
こ
と
が
御
傳
翼
賛
遺
事
に
記
さ
れ
て
あ
る
。
即
ち
石
垣
の
金
光
上
人
は
筑
後
に
生
れ
て
台
嶺
に
學
び
、
石

垣
の
事
務
を
司
つ
て

ゐ
ら

れ
た
か
ら
、
世
人
稱
し
て
石
垣
の
金
光
房
と
呼
び
な
し
た
。
然
る
に
所
領

の
沙
汰
に
就
て
、
相
州
鎌
倉
に
至

つ
て
訴
訟
を
し
た
が
、

意
な
ら
す
し
て
數
日
を
邊
つ
た
。
時
恰
か
も
法
然
上
人
の
門
弟
安
樂
房
が
鎌
倉
に
下
向
し
て
念
佛
を
宣
傳
し
た
際
で
、
貴
賤
男
女
が
踵
を

接
し

て
教
を
受
け
た
。
然
る
に
偶
ま
澁
谷
七
郎
入
道
道
辨
な
る
者
が
、
石
川

の
自
宅

に
安
樂
房
を
請
待
し
て

一
向
專
修

の
教
訓
を
受
け
、

特
に
金
光
房
を
招
い
て
法
話
の
記
録
を
な
す
べ
く
依
頼

し
た
。
然
る
に
金
光
房
は
こ
の
因
縁
か
ら
、
宿
善
忽
ち
開
發

し
て
途
に
淨
土
の
教

に
歸
入
し
、
直
ち
に
訴
訟
を
中
止
し
て
、
速
か
に
吉
水
の
禪
室
に
詣
で
玉
、
念
佛
の
奥
義
を
聽
聞
し
、
途
に
奥
州

一
圓
を
教
化
し
、
最
も



、偉
大

な
功
績

を
遺
す
に
至

つ
た
。
か
く
の
如
く
安
樂
房
は
、
燃
ゆ
る
が
如
き
信
念
を
持
ち
、
教
化
の
力
も
強
か
つ
た
か
ら
、
そ
の
父
で
あ

る
師

秀
が
、
最
も
上
人
の
歸
依
者
で
あ
り
、
淨
土
教

の
信
仰
者
で
あ
ウ
た
こ
と
も
容
易
に
了
解
が
出
來
る
の
で
あ
る
。

さ
れ
ば
師
秀
が
生

存
中

に
逆
修
の
法
會
を
營
ん
で
、
特
に
法
然
上
人
を
導
師
と
仰
ぎ
奉

つ
た
こ
と
も
、
亦
た
偶
然
で
は
な

い
と
思
う
。

而
し
て
師
秀
の
詳
細

は
、

之
を
知
る
こ
と
は
出
來
な
い
が
、
今
そ
の
知
り
得
る
範
園
に
於
て
、

一
言

こ
玉
に
記
し
て
お
け
ば
、
翼
賛
第
五
十
四
卷
に
去
く
、
師

秀

の
行
跡
は
未
だ
詳
か
な
ら
す
、
父
師
茂
は
上
北
面
穀
倉
院

の
別
當
大
外
記
に
て
正
四
位
上
に
叙
す
る
事
系
圖
に
見

へ
た
り
。

一
書
に
は

中
原

の
師
光
は
中
原
の
租
勝
良
よ
り
十
九
代
師
秀
が
子
な
り
と
。

勝
良
(從
五
位
下
太
宰
少
貳
)
i
春
宗
-
有
宗
ー
致
時
r
師
任
-
師
手
-
師
遠
-
師
丈
ー
師
徇
i
師
重
i
師
象
i
師
顯
ー
師
古
l

I
師
夏

(大
外
記
)

i
師
茂
ー

1
師
秀
i
安
樂
房
遒
西

然

し
な
が
ら
今
こ
の
翼
賛

の
系
圖
に
依
れ
ば
師
光
は
十
六
代
に
相
當
す
る
譯
で
十
九
代
で
は
な
い
が
、
若
し
眞
に
十
九
代
と
す
れ
ば
そ

の
間
に
脆
落
が
あ
る
譯
で
あ
る
。
兎
も
角
相
當
の
家
柄
で
あ
つ
た
こ
と
は
確
か
で
あ
る
。

四
、
本
書

の
名
稱
及
び
異
本

本
書
は
種

々
の
名
稱
に
依
て
傳

へ
ら
れ
て
あ
る
。
今
そ
の
名
を
列
擧
す
れ
ば
左

の
如
し

一
、
逆

修

読

法

(古
本
漢
語
燈
録
並
に
新
本
漢
語
燈
録
所
收
本
)

二
、
師

秀

読

草

(京
都
鹿
谷
法
然
院
所
藏
本
)

新
發
見
の
師
秀
諡
草
に
就
て
(石
橋
)

五



六

三
、
無

縁

集

(安
土
淨
嚴
院
所
藏
本
)

四
、
外
記
大
夫
入
道
五
十
日
逆
修
読
法
詞

(決
疑
鈔
四
.
東
宗
要
四
)

五
、
組

師

読

草
(草
の
誤
か
)

(往
生
要
集
六
)

六
、
外

記

入

道

読
章

(直
牒
六
)

七
、
師

秀

草

(淨
土
邇
聞
ロ
決
鈔
下
)

八
、
外
記
入
道
読
法
單
(草
の
誤
か
)
詞

(選
擇
集
大
澤
見
聞
二
末
)

九
、
法
然
聖
人
御
読
法
事

(西
方
指
南
抄
上
卷
)

斯
樣
に
本
書
が
種

々
の
名
稱
に
依
て
傳

へ
ら
れ
た
の
は
固
よ
り

一
定

の
名
稱
な
く
、
師
秀
の
逆
修
の
時

の
読
法

の
詞
と
い
ふ
や
う
な
意

味
で
期
く
稱

へ
ら
れ
た
も
の
で
あ
ら
う
。

次

に
本
書

の
異
本

に
就

て
少
し
逑

べ
た

い
と
思
う
。
本
書
に
は
凡
そ
五
本
が
あ
る
。
即
ち
古
本
漢
語
燈
録
所
收
本
、
薪
本
漢
語
燈
録
所

牧
本
、
鹿
谷
法
然
院
の
師
秀
読
草
、
安
土
淨
嚴
院
の
無
縁
集
、
親
鸞
の
西
方
指
南
鈔
の
中
の
法
然
聖
人
御
読
法
事
等
で
あ
る
。
こ
の
申
始

の
二
本
は
漢
語
で
あ
り
、
後
の
三
本
は
假
字
本
で
あ
る
。

こ
れ
ら
五
本

の
内
容
は
殆
ん
ど

一
致
し
て
ゐ
る
が
、
そ

の
修
辭
に
至
つ
て
は
何

れ
も
多
少

の
異
り
が
あ
る
。
但
し
後

の
三
本

の
中
前

の
二
本
は
漢
丈
交
り
の
假
名
丈
で
あ
り
、
後

の
一
本
は
片
假
名
交
り

の
假
名
文
で
あ

る
。而

し
て
今

こ
の
下
に
於
て
漢
語
燈
録
に
新
古
爾
本
あ
る
理
由
を

一
言
加

へ
て
お
き
た
い
と
思
う
。
こ
の
爾
本
を
比
較
封
照
す
る
時
に
、

そ

の
内
容
に
は
大
差
は
な
い
が
字
句
修
辭
等
に
至
つ
て
は
、
新
本
は
頗
る
修
正
さ
れ
て
あ
る
こ
と
は
覆
ふ
可
ら
ざ

る
事
實

で
あ
る
。
而
し



て
古
本
は
最
も
原
始
的
で
あ
り
、
新
本
は
頗
る
後
世

の
修
正
で
あ
る
こ
と
も
叉
明
白
で
あ
る
。
こ
の
新
本
が
世
間

に
行
は
る
玉
に
至

つ
た

經
路

は
新
本
漢
語
燈
録

の
跋
丈
に
左
め
如
ぐ
に
記
さ
れ

て
あ
る
。

始

め
知
恩
院

の
第
四
十
二
世
白
譽
秀
道
上
人
が
二
三
の
漢
語
燈
録
の
寫
本
を
披
讀
さ
れ
た
所
が
、
何
れ
も
魚
魯
倒
置

の
誤
、
遘
字
闌
脆

等
が
あ

つ
て
宗
組
の
蕁
常

の
法
語
に
異
り
、
宗
義
に
矛
盾
し
た
所
も
あ
る
の
で
種

々
の
疑
問
が
ど
う
し
て
も
解
け

な
か
つ
た
。
所
が
曾

て

上
人

が
諸
國
を
遊
歴
さ
れ
た
際
、
伊
豆

の
國
藥
王
山
寺
に
於
て
武
州
金
澤
文
庫

の
藏
本

の
あ
つ
た
事
を
思
ぴ
出
し

て
、
弟
子
某
に
命
じ
て

借
用

せ
し
め
、
其

の
本
を
開

い
て
熟
讀
さ
れ
て
始
め
て
前

の
疑
雲
が
晴
れ
た
。
依

て
義
山
上
人
に
命
じ
て
其
の
善
本

に
依
て
封
校
訂
正
せ

し
め
ら
れ
た
の
が
脚
ち
新
本
漢
語
燈
録
で
あ
る
。
所
が
そ
の
金
澤
丈
庫

の
藏
本
と

い
ふ
の
は
鏑
木
光
明
寺
の
良
求

上
人
の
校
訂
本
で
あ
つ

て
、

そ
の
跋
文
に
下
の
如
く
に
記
さ
れ
て
あ
る
。

建
武
四
年
七
月
、
得
二了
慧
上
人
所
γ
集
語
燈
録
草
本
十
八
卷
↓
從
一一其
初
冬
一至
二臘
月
二
十
五
日
噛
與
二同
門
老
宿
四
五
輩

一治
二
定
之
一

畢
、
更
寫
一一
一
本

一藏
ご武
州
金
澤
稱
名
寺
丈
庫
一者
也

下
總
州
鏑
木
光
明
寺

良

求

良

求
上
人

の
事
蹟
は
明
了
に
は
解
ら
な

い
が
、
建
武
と

い
ふ
早
き
時
代
に
於

て
校
訂
し
て
金
澤
丈
庫
に
藏
め
ら
れ
た
と
す
れ
ば
、
頗
る

善
本

と
言
は
ね
ば
な
ら
ぬ
、
故
に
義
山
上
人
は
そ
の
本
に
依
て
校
正
さ
れ
た
の
で
あ
つ
た
。
然
る
に
夏
宗
教
典
志

の
著
者
玄
智
は
之
を
攻

撃
し
、
毒
舌
を
以

て
痛
く
之
を
罵
倒
し
て
ゐ
る
。
即
ち
教
典
志

の
一
卷
に
、

黒
谷
上
人
語
燈
録
十
卷
は
丈
永
十

一
年
甲
戍
十
二
月
、
鎭
西

の
了
薯
が
、
源
室
上
人
の
著
述
諸
章
を
編
集
す
。

此
に
新
古

の
兩
本
あ
り

古
本
は
寫
傳
し
て
現
に
京
の
小
川
の
西
幅
寺
に
在
り
、
傳
持
由
序
は
往
生
要
集
釋
卷
尾
に
之
を
記
す
が
如
し
、
新
本
は
寶
永
二
年
乙
酉

新
發
見
の
師
秀
諡
草
に
就
て
(石
構
)

七



八

三
月
も

知
恩
院
の
白
譽
至
心
そ
の
徒
義
山
を
し
て
之
を
校
刻
せ
し
む
、
刪
補
縱
横
殆
ん
ど
舊
制
を
失
す
、
古
本
及

び
諸

の
舊
籍
に
載
す

る
所

の
諸
文
を
以

て
之
を
鞨
檢
す
る
に
、
則
ち
損
釜
す
る
所
知
る
べ
き
な
り
、
且
ら
く
七
條

請
丈

の
如
き
、
吉

水
の
親
書
現
に
二
尊

院

に
あ
り
、
摸
刻
世
に
傳
子
、
古
徳
傳
五
、
指
南
鈔
中
末
、
十
卷
傳
六
、
舜
昌
傳
廿
九
等
に
載
す
る
所
井

に
彼

の
摸
刻
文
と
同
じ
。
而

る
に
こ
の
録

の
第
十
九
に
載
す
る
所
は
獨
り
差
異
あ
り
。
申
路
、
諸

の
淌
息
を
載
す
る
に
至
つ
て
は
、
尊
公

・
閣

下

・
賢
旨

・
貴
問

・

芳
書
を
領
す

・
道
情
を
審
か
に
す
等

の
言
あ
り
、

宛
然
今
時
の
尺
牘
家

の
語
な
り
、

豈
に
是
れ

吉
水

の
著
す
所

な
ら
ん
や
、

斧
鑿

の

痕
、
昭
晰
と
し
て
見
る
可
し
、
至
心

の
跋
に
乃
ち
豆
州
藥
王
山
寺
に
於

て
、
武
州
金
澤

の
藏
本
を
得

て
之
を
刻
す

と
日
つ
て
、
而
し
て

刪
修

の
跡
を
掩
は
ん
と
欲
す
、
亦
た
陋
な
ら
す
や
、
中
略
、
惜
い
か
な
吉
水
居
多
の
遺
丈
、

一
た
び
鎭
徒

の
手
を
經
て
室
し
く
鎭
家

の

私
書
と
な
り
了
ん
ぬ
。
復
た
吉
水

の
書
に
あ
ら
ざ
る
な
り
。

と
記
さ
れ

て
あ
る
。
然
し
な
が
ら
玄
智

の
批
評
は
決
し
て
當
を
得
た
も

の
で
は
な

い
、
唯
だ
參
考
の
爲
に
記
し
て
お
く
。
但
し
義
山
が

宗
租

の
著
述
を
出
版
す
る
に
際
し
て
字
句
に
修
正
を
加

へ
た
事
實
は
選
擇
集
等

に
於
て
も
明
か
で
あ
る
か
ら
、
本
書

も
亦
た
多
少
の
修
正

を
加

へ
た
と
と
は
勿
論

で
あ
る
。

第

剛
、
古
本
漢
語
燈
録
所
收
本

中

外
出
版
株
式
會
瓧
か
ら
出
版
さ
れ
た
古
本
漢
語
燈
録

は
、
故
大
正
大
學
教
授
今
岡
達
音
氏
が
曾
て
東
京
本
鄰

の
集
古
堂
で
發
見
さ
れ

た
も
の
を
底
本
と
し
た

の
で
あ
る
が
、
そ

の
中
に
牧
め
て
あ
る
逆
修
読
法

の
奥
書
に
は
傳
來

の
記
事

が
左

の
如
く
に
記
さ
れ
て
あ
る
。

右
六
ケ
條
是
外
誕

門
麩

蟻

修
・五
吉

逆
修

之
時

以
主

ム

爲
・先
六
會
導
鹽

彼
読
法
聞
書
輿

黐

唱
導
眞
墾

輿

故

且

略

γ
之

、

但

集

二
多

本

一
或

有

二
眞

字

一
或

有

二
假

字

一
未

〆
知

二
何

正

冉

今

且

就

一一眞

字

本

一集

γ
之

、

須

γ
尋

二
正

本

一
焉



本

云
、
嘉
元
四
年
八
月
五
日
、
以
二蓮
華
堂
正
本
一書
寫
了
、
覺
唱

/

寫
本
云
、
永
徳

癸
亥
五
九
日
、
於
二
三
光
院
北
坊
嚇
令
μ書
畢
、
吉
水
末
流
導
見

時

也
嘉
慶

戊
辰
八
月
廿
七
日
、
於
二
忌
部
道
場
觀
音
寺
'書
寫
畢
、
快
尊

右

此
録
者
古
本
從
二來
迎
寺
一令
二息
借
噛
奉
〆寫
二書
之
一矣

願
遠
傳
二
末
代
噛
廣
及
二諸
人
噛
自
他
同
生
二極
樂
世
界
噛
必
披
二
見
之
一貴
賤
、
奉
/仰
二
十
念
之
廻
向
一者
也

于
時
明
應
元
年
十
二
月

一
日
、
南
無
阿
彌
陀
佛
圓
室
和
徇

于
時
明
應
五
年
卯
月
廿
六
日
、
書
寫
畢

筆
者
云
云

第
八
卷
紙
數
三
十
二
張

元
碌
十

一
年
寅
九
月
五
日
、
校
二合
此
卷
一竟
、
所
持
惠
室

以
上
は
古
本

の
邀
修
読
法

の
奥
書
で
あ
る
が
、
中
外
出
版
會
瓧
か
ら
出
版

し
た
古
本
漢
語
燈
録

の
終
を
見
る
に
、

こ
の
録
は
圓
室
和
樹

が
寫
さ
れ
た
も
の
が
、
和
州
三
輪
に
傳

は
つ
た
の
を
、
義
山
が
借
用
し
て
そ
れ
を
寫
し
、
更
ら
に
二
奪
院
所
藏

の
本

と
對
校
し
た
善
本
に

依

て
、
眞
宗
大
谷
派
の
初
代

の
講
師
惠
室
得
岸
が
寫

し
取

つ
た
も
の
で
あ
る
。

第

二
、
新
本
漢
語
燈
録
所
收
本

新
本
漢
語
録
に
收
む
る
所
の
邀
修
読
法
は
、
前
に
も
辯
じ
た
如
く
字
句
修
辭
等
は
古
本
と
大
い
に
異

つ
て
を
る
。
が
然
し
そ
の
内
容
に
は

大
差

は
な
い
。
そ
の
奥
書
は
古
本

の
如
く
傳
來

の
奥
書
は
記
さ
れ
な
い
が
、
卷
末
に
望
西
が
書
き
添

へ
た
奥
書
を
示
せ
ば
左

の
如
く
で
あ
る

右
読
塗
ハ
條
煮

外
記
禪
門
麩

嘱

修
・七
吉

逆
修
乏
時
、
乃
以
主

ム

爲
・前
六
篷

師
寔

藷

聞
記
璽

蕉

唱
導
眞
觀

新
發
見
の
師
秀
説
草
に
就
て
(石
橋
)

九



1
0

勤

γ之
故
今
略
ノ之
、
但
此
録
有
,,1
1本
一或
有
二眞
字
一或
有
二
假
字
噛
未
〆知
二
何
正
一今
且
就
二眞
字
一集
ノ之
者
也

今

こ
の
奥
書
に
就
て
薪
古
兩
本
を
樹
校
す
る
に
、
新
本
は
や
玉
訂
正
が
加

へ
ら
れ
て
あ
る
こ
と
は
明
か
で
あ
り
、

叉
古
本

の
最
も
原
始

的
で
あ
る
こ
と
も
自
ら
了
解
さ
る
る
と
思
う
。

第
三
、
鹿
谷
本
師
柴
酌
説
草

此
本
は
竪
九
寸
五
分
横
六
寸
三
分
、
袋
綴
、
楮
紙
、
五
拾
九
枚
で
あ
る
。
表
紙
に
は
草
書
を
以
て
師
秀
説
草
と
書

し
、
内
表
紙
に
は
頴

書
を

以
て
師
秀
読
草
と
書
す
。
本
丈
の
書
體
は
行
書
で
漢
文
交
り

の
假
字
文
で
あ
る
。
卷

の
始
に
は
師
秀
読
草
と
い
ふ
標
題
な
く
、
卷
尾

ル

に
至

つ
て
尾
題
と
し
て
そ
れ
が
記
さ
れ
て
あ
る
。
そ
の
本
丈
の
終
り
尾
題

の
前
後
に
は
左

の
奥
書
が
記
さ
れ

て
あ
る
。

外
記
大
夫
師
秀
、
安
樂
房
之
父
也

於
二
吉
水
法
然
上
人
之
房
嚇
五
十
ケ
日
逆
修
之
七
日
々
々
導
師
法
然
上
人
也
、
但
第
七
座
眞
觀
爲
代
勤
〆之
、
或
人
聞
二書
之

一畢
。

師
秀
読
草
(尾
題
)

右

於
二
下
總
州
豐
田
庄
水
飼
戸
郷
開
元
之
村
噛
客
二食
砧
幅
寺
一日
、
爲
二超
蓮
祗
月
公
和
爾
一書
二
寫
之
↓
偏
想
二舊
識

一不
γ顧
二
人
嘲
輌染
二

禿
毫
一而
巳
、
乞
願
稱
名
十
念
。

丈
明
十
七
天
乙
巳
霜
月
四
日

沙
門
惠
月
筆

法
然
夫

御
驫

靉

賺
鰻

裾

修
七
々
諡
相
也
。

白
旗
沙
門

叡

譽

門

挽

心

譽

砧

峯



貞
享
四
年
丁
卯
正
月
廿
五
日
、
爲
二報
恩
一書
寫
竟

蓼

蓁

記
き

組
師
饕

著

是
也
(原
本
に
は
邊

り
假
名
な
し
)

證

譽

雲

臥

書

以
上
は
本
書

の
奥
書

で
あ
る
が
、
是
に
依

て
門
挽
砧
峯
等

の
傳
寫
本
に
依
り
、増
上
寺
の
第
三
十
四
世
證
譽
雲
臥
大
僭
正
が
筆
寫
さ
れ
た

本

で
あ
る
こ
と
は
明
ら
か
で
あ
る
。
而
し
て
こ
の
奥
書

の
中
「
於
二吉
水
法
然
上
人
之
房
亡
と
云
ふ
文
は
他
の
本
に
は
全
く
記
さ
れ
な
い
も

の
で
、
邀
修

の
場
所
を
知
る
上
に
於

て
大
に
參
考
と
な
る
も
の
で
あ
る
。
か

つ
叉
そ
の
丈
も
最
も
原
始
的
で
あ
る
。
而
し
て
安
土
の
無
縁

集

に
は
「
外
記
大
夫
師
秀
安
樂
房
之
父
也
」
よ
り
以
下
は
全
く
な
い
の
に
是
の
本
は
、
か
の
奥
書
が
あ
つ
て
そ
の
意

味
が
漢
語

の
逆
修
読
法

の
望
西

の
奥
書
と
も

一
致
し
て
大
に
參
考
と
な
る
も
の
で
あ
る
。
更
ら
に
考
ぶ
べ
き
事
は
漢
語
の
逆
修
読
法
は
望
西
自
ら
の
奥
書
で
あ
る

の
に
、
本
書
の
奥
書
は
、
師
秀
読
草
の
記
録
者
自
ら
の
奥
書
と
思
は
る
玉
事
で
あ
る
。
而
し
て
叡
譽
門
挽
は
廓
山

の
門
弟

で
初
め
館
林
の

善
導
寺
に
住
し
、
後
に
傳
通
院
に
昇
進
し
た
人
で
あ
り
、
心
譽
鮪
察
は
門
悦
の
弟
子
で
、
河
越

の
蓮
馨
寺
に
佳
職

し
た
人
で
あ
る
。
而
し

て
本
書

が
果
し
て
雲
臥
大
僣
正
の
親
書
で
あ
る
か
、
或
は
大
僭
正
の
書
寫
本
を
誰
れ
か
が
轉
寫

し
た
も

の
か
、
そ
れ
は
い
さ
玉
か
問
題
で

あ

る
が
書
風
も
最
も
逹
筆
で
あ
り
、
雲
臥
僣
正
と
忍
澂
上
人
と
は
最
も
親
懇

の
間

で
あ
つ
た
か
ら
、
恐
く
は
僭
正

の
親
筆
を
上
人
に
讓
ら

れ
た
も
の
と
思
う
つ
更
に
僣
正
の
他
の
筆
蹟
と
比
較
研
究
す
る
こ
と
に
依

て
、

一
暦
明
ら
か
に
な
る
譯
で
あ
る
が
、
そ
れ
は
他
日
の
研
究

に
ま
つ
こ
と
玉
す
る
。

第
四
、
安
土
本
無
縁
集

こ
の
本
は
竪
八
寸
四
分
、
績
五
寸
貳
分
、
楮
紙
、
袋
綴
、
六
拾
參
紙
で
あ
る
。
書
體
は
行
草
で
極
め
て
逹
筆
で
あ
る
。
筆
寫

の
年
代
は
記
さ

新
發
見
の
師
秀
詭
草
に
就
て
(石
橋
)

日
一



=
一

れ
な
い
が
そ
の
紙
質
書
風
等
か
ら
考

へ
て
足
利
中
期
を
下
ら
な
い
と
思
う
。
表
紙
は
紗
地
金
襴
で
菊
の
花
を
顯
は
し
、
そ
の
中
央
の
題
簽

紙
に
無
縁
集
と
書
い
て
あ
る
。
上
下
表
紙
の
裏
面
拜
に
其
の
本
の
三
方
の
縁
は
皆
な
金
箔
が
お
か
れ
て
あ
る
。
帙
は
龍
や
狂
ひ
獅
子
の
模

樣
を
織
り
出
し
た
遠
州
好
の
緞
子
で
作
ら
れ
て
あ
る
。
丈
章
は
全
部
漢
文
交
り
の
假
字
文
で
望
西
の
謂
ゆ
る
假
字
本
で
あ
り
、
先
き
の
師

讒

草
と
全
く
薮

す
る
。
但
し
こ
の
本
は
「
七
吉

結
願
、
佛
諺

至

轟

辮

擁
」と
云
耋

節
の
鑛

の
下
に
屁

七
吉

之
啓
白

ハ
ア
ミ
タ
經
、
勢
觀
上
人
所
役
と
去

へ
り
L
と
注
さ
れ
て
あ
る
の
で
、
伊
藤
鮪
晃
氏
の
淨
土
宗
皮
の
研
究
上
卷
に
は

「
傳
ふ
る
所
に
よ
れ

ば

こ
の
逆
修
は
建
久
五
年
の
こ
と
な
れ
ば
勢
觀
房
十
二
歳
の
時

の
こ
と
な
り
、
勢
觀

の
所
役
と
は
考

へ
ら
れ
す
、
恐
く
は
こ
の
筆
者
は
眞

觀

と
勢
觀
と
を
誤
り
傳

へ
た
る
も
の
な
り
」
と
言
は
れ
て
あ
る
が
馬
そ
れ
は
誠
に
首
肯
さ
る
玉
読
で
あ
る
。
但
し
伊
藤
氏
が
逆
修
読
法
を

建

久
五
年
と
定
め
ら
れ
た

の
は
そ
も
何
れ
の
書
に
依
ら
れ
た
も
の
か
、
或
は
越
智
氏
の
淨
土
宗
年
譜

の
読
を
用
ひ
ら
れ
た
の
で
は
あ
る
ま

い
か
、
若
し
然
れ
ば
そ
れ
は
誤
り
で
あ
る
と
思
う
。
何
故
な
れ
ば
逆
修
論
法
め
申
に
は
「
如
二
選
擇
集
一」
と
云
ふ
句

が
往
々
に
使
は
れ

て
あ

る
か
ら
、
少
く
と
略
選
擇
集
撰
述
の
年
帥
ち
建
久
九
年
以
後

の
出
來
事
と
見
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
か
ら
で
あ
る
。
而
し
て
師
秀
読
草
に
は

そ

の
注
が
記
さ
れ
て
な

い
。
然
し
そ
の
注
に
相
當
す
る
も
の
が
最
後
に
奥
書
と
し
て
記
さ
れ
て
あ
る
。
本
書
は
卷
首
に
も
全
く
標
題
な
く

唯

だ
最
後
に
「
外
記
大
夫
師
秀
安
樂
房
之
父
也
」
と
記
さ
れ
て
あ
る
の
み
で
あ
る
。
叉
本
書
と
師
秀
読
草
と
の
丈
章

が
全
く
同

一
で
あ
る
點

か
ら
考

へ
て
ピ
の
兩
書
の
原
本
は
同

一
系
統

の
も
の
で
あ
つ
た
こ
と
は
確
か
で
あ
る
が
、
然
し
本
書
に
は
奥
書

が
な
く
、
そ
の
奥
書
に
相

當
す
る
記
事
が
第
七
七
日
結
願
の
下
に
記
さ
れ
て
あ
る
こ
と
か
ら
考

へ
て
、
同

一
系
統

の
異
本

に
依

て
書
か
れ
た
も
の
と
推
定
す
る
こ
と

が
出
來
る
。
而
し
て
叉

一
面
か
ら
は
第
七
七
日
の
標
題
の
下
に
「
眞
觀
房
の
所
役
」
と
記
し
て
、
そ
れ
を
奥
書
と
し
て
記
さ
な

い
方
が
、
却

つ
て
原
始
的
で
あ
る
と

い
ふ
考

へ
方
も
あ
る
か
も
知
ら
な
い
が
、
そ
れ
は
暫
く
問
題
と
し
て
お
く
。
更
ら
に

一
言
を
添

へ
た

い
こ
と
は
、



師
秀
読
草
井
に
無
縁
集
に
は
、
第
五
七
日
の
章
節

の
標
題
の
上
に
「
外
記
大
夫
師
秀
逆
修
五
七
日
」
と
記
さ
れ
て
あ

る
の
に
、
古
本
井
に
新

本
漢
語
燈
録
の
中

の
逆
修
読
法
に
は
、
「
外
記
大
夫
師
秀
逆
修
」
の
八
字
が
略
さ
れ
て
「
唯
だ
第
五
七
日
」
と
書
か
れ

て
あ
る
。

第
五
、
法
然
聖
人
御
説
法
事

本
書
は
眞
宗

の
親
鸞
上
人
の
作
と
稱
す
る
西
方
指
南
鈔
上
卷
に
收
め
ら
れ
た
も
の
で
、
其
内
容
を
檢
す
る
に
全
く
師
秀
読
草
と

一
致
す

る
。
但
し
読
法
の
全
體
を
記
さ
す
、
要
所
要
所
を
抄
出
し
て
其
他
は
多
く
省
略
さ
れ

て
あ
る
。
又
初
七
日
、
二
七
日
等

の
章
節
の
標
題
も

略
さ
れ
て
あ
る
。
然
し
な
が
ら
抄
出
さ
れ
た
丈
章
は
全
く
師
秀
読
草
と

一
致
し
て
少
し
の
異
も
な
い
こ
と
は
大
に
注
目
に
價
す
る
。
但
し

本
書
も
第
六
七
日
の
読
法

の
終
ま
で
を
記
し
、
第

七
七
日
の
分
は
全
く
記
さ
れ
て
な
い
。
こ
れ
蓋
し
か
の
望
西

の
逆
修
読
法
と
同
樣
に
法

然

上
人

の
読
法
と

い
ふ
點
か
ら
、
眞
觀
房
の
分
ゆ
省
略
さ
れ
た
の
で
あ
ら
う
。
而
し
て
本
書
は
二

卷

に

分

れ
上
卷
は
親
鸞
聖
人
が
、
康

元
元
年
丙
辰
十
月
十
三
日
八
十
四
歳

の
時
之
を
書
き
、

下
卷
は
康
元
二
年
丁
巳
正
月

一
日
八
十
五
歳

の
時
に
書
か
れ
た
こ
と
が
記
さ
れ
て
あ

る
。
斯
樣

に
師
秀
読
草
が
親
鸞
聖
人
の
書
寫
本
と
符
合
す
る
こ
と
は
洵
に
興
昧
あ
る
事
柄
で
、
彌
よ
か
の
草
の
價
値
を
高
む
る
所
以
で
あ

る
。

五
、
異

本

の

比

較

以
上
現
存
の
五
種

の
異
本

の
大
要
を
述
べ
た
が
、
今
こ
の
下
に
於

て
各
種
異
本
の
相
違
を
示
し

一
目
瞭
然
た
ら

し
む
る
で
あ
ら
う
。

新
發
見
の
師
秀
説
草
に
冖就
て
(石
橋
)

一
三



一
四

(帖
鑛

覊

懺
の
)

逆

修

読

法

第

主

鵄
詰

第

一

七

日

三

尺

ノ

立

像

阿

彌

陀

雙

卷

經

阿

彌

陀

經

ノ

ニ

ニ

ノ

々

読

之

中

論
二佛

ヲ

ノ

功

徳
一有
二無

量

身
一

ハ

ノ

キ

ヲ

ハ

或

總

読
'二

身

一或

ノ

キ

ヲ

キ

別

読
三
一
身
一或

読

ヲ

バ

ク

ヲ

三

身

一
或

読

二
四

身

一

ニ
ハ

ケ
リ

乃

至

華

嚴

經

読
ニ

ノ

ヲ

ク

+

身

功

蟹

今

且

テ以
二眞

身

化

身

之

ヲ

ル

シ

ニ

身

一奉
γ讃
二
嘆

彌

ヲ

陀

之

功

徳
一

(牒
灘

蠶

の
)

逆

修

読

法

第

+
鷄
詰

ナ
ル

ノ

ノ

某

者

彫
二刻

三

尺ノ

阿

彌

陀

佛

引

接

ヲ

ス

形

像
一而

作
二
七

七

ノ

ヲ

シ
テ

日

預

修

佛

事
一應
ニ

ノ

ニ

彼

固

請
一慶

讃

読

ス

レ
ハ

レ

法

觀

夫

雙

卷

阿

ノ

彌

陀

等

經

及

諸

論

之

中

読
二佛

功

ヲ

ノ

徳

一有
二無

量

身

一或

ヲ

ハ

キ

読

一二

身

一
或

読

二
ニ

ヲ

ハ

キ

ヲ

ハ

身
一或

論
二
三

身
一或

キ

ヲ

読
二四

身
一乃

至

華

ニ
ハ

ケ
リ

嚴

經

読
二
十

身

功

(師
秀
読
草
)

逆

修

初

七

日

彌

陀

來

迎

像

三

尺

大

經

小

經

初

七

日

佛

三

尺

立

像
轟

雛

經

法

則

如
〆常

導

師

法

然

上

人

ノ

ニ

經

論

中

佛

之

功

ヲ

ク

ニ

ノ

ァ

リ

ハ

徳

諡

無

量

身

或

ノ

ヲ

キ

ハ

總

一
身

読

或

ニ

ヲ

キ

ハ

ヲ

キ

身

読

或

三

身

諡

ハ

ヲ

ク

或

四

身

読

乃

至

ニ
ハ

ノ

華

嚴

經

+

身

功

ヲ

ケ
リ

ク

ト

徳

論

今

且

眞

身

ト
ヲ

テ

化

身

以

彌

陀

如

(
無

縁

集
)

逆

修

初

七

日

彌

陀

來

迎

像

三

尺

大

經

小

經

初

七

日

佛

三

尺
立
像
轟

驢

法

則

如
γ常

導

師

法

然

上

人

ノ

ニ

經

論

中

佛

之

功

ヲ

ク
ニ

ノ

ア
リ

ハ

徳

読

無

量

身

或

ノ

ヲ

キ

ハ

總

一

身

読

或

ニ

ヲ

キ

ハ

ヲ

キ

身

読

或

三

身

説

ハ

ヲ

ク

或

四

身

読

乃

至

ニ
ハ

華

嚴

經

+

身

功

ヲ

ト

徳

読

今

且

眞

身

ト
ヲ

テ

化

身

以

彌

陀

如

(黠
然
夫

御
論
法
)

經

論

ノ

中

二

佛

ワ

功

徳

ヲ

ト

ケ

ル

ニ

無

鳳里

ノ

身

ア

リ

ア

ル

ヒ

バ

總

シ

テ

一

身

ヲ

ト

キ

ア

ル

ヒ

バ

ニ

身

ヲ

ト

キ

ア

ル

ビ

ハ

三

身

ヲ

ト

キ

乃

至

華

嚴

經

ニ

ハ,
十

身

ノ

功

徳

ヲ

ト

ケ

リ

イ

マ

且

ク
'眞

身

化

身

ノ

ニ

身

ヲ

モ

テ

彌

陀

ノ

功

徳

ヲ

讃

嘆

シ



以
上
は
最
初
の
部
分
を
比
較
し
た
の
で
あ
る
が
次
に
第
六
七
日
読
法
の
最
後
の
部
分
を
比
較
對
照
し
て
參
考
に
供
し
た
い
と
思
う
。

(
古
本
逆
修
諡
法
)

然

者

不
γ可
下
捨
二

百

帥

百

生

之

專

修

一而

執
中
千

中

無

ヲ

一

之

雜

行
上
唯

一

ニ

ノ

ヲ

キ

ツ

向

修

二
念

佛

一
可

r
捨

ニ

ヲ

レ

雜

行
龜

是

則

此

ノ經

大

意

也

望

佛

本

願

意

在

衆

生

一
向

專

稱

彌

陀

モ

テ

佛

名

云
云
返

汝

仰
ニ

ヲ

キ
ナ
リ

ス

本

願

一
可

二
念

佛

一
也

キ

ク

ハ

仰

願

云
云

9

(
新
本
逆
修
読
法
)

ル

ニ
メ

ヲ

但

使
二專
γ意

作
一

ノ
ハ

ハ

チ

ス

フ
ル

者

十

帥

十

生

雜
γ

ヲ

ノ

ノ
バ

カ

修

不

至

心

者

千

ニ

シ

モ

ニ
ハ

中

無
乙

前

丈

雖
ノ

ス
ト

ヲ

ノ

許
二
千

中

五

ご
ゴ
後

ニ
ハ

丈

則

日
冨
見
二
聞

諸

ヲ

ノ

ニ

シ
ト

モ

方

一千

中

無
夢
一
導

ノ

ニ

リ

師

在

世

巳

爾

何ニ

況

今

時

時

機

共

ル
ヲ
ヤ

テ

も

嚢

豈

捨
二
百

即

百

ノ

ヲ

ン
ヤ

ス

し

生

専

修

一可
〆修
二千

ノ

ヲ

申

無

一

雜

行
一乎

ク

ラ

ス
ヘ
シ

行

者

善

自

思

量

(
師
秀
読
草
)

然

者

百

即

百

ノ

ヲ

テ

も

生

專

修

捨

千

中

ノ

ヲ

ス
ヘ
カ

ラ
ス

無

一
雜

行

執

ニ

ヲ

ノ

但

一
向

念

佛

修

'

.

雜

行

可
〆捨

也

此

帥

此

經

大

意

也

望

佛

本

願

意

在

衆

生

一
向

專

稱

彌

陀

佛

名

云
云
返

モ

ヲ

テ

々

本

願

仰

可
二
念

佛
"也

仰

願

云
云

(
無

縁

集
)

然

者

百

即

百

ノ

ヲ

テ

も

生

專

修

捨

千

中

ノ

ヲ

ス
ヘ
カ
ラ
ス

無

一
雜

行

執

ユ

ヲ

ノ

但

一
向

念

佛

修

ヲ

雜

行

可
γ捨

也

此

邸

此

經

大

意

也

望

佛

本

願

意

在

衆

生

一
向

專

稱

彌

陀

佛

名

薫
写
返

モ

ヲ

テ

々

本

願

仰

可
二
念

佛
一也

仰

願

云
云

(
法
然
聖
人
御
読
法
事
)

シ

カ

レ

バ

百

帥

百

生

ノ

專

修

ヲ

ス

テ

・

千

中

無

一

ノ

丶雜

行

ヲ

執

ス

ヘ

カ

ラ

ス

唯

一
向

昌
念

佛

ヲ

修

シ

テ

雜

行

ヲ

ス

ツ

ベ

キ

ナ

リ

コ

レ

ス

ナ

ハ

チ

コ

ノ

經

ノ

大

ル

ニ

ニ

意

也

望
二佛

本

願
一

ヲ

ノ

意

在
三
衆

生

一

向

ラ

シ
ム
ル

ノ

ヲ

專

稱
二彌

陀

佛

名
硝

ト

云

リ
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一
六

右

五
本
封
照
に
依

て
薪
本
逆
修
読
法
が
最
も
多
く
修
正
さ
れ
て
あ
る
こ
と
を
知
る
と
同
時
に
、
叉
古
本
が
如
何

に
原
始
的
價
値
あ
る
か

を
認

む
る
こ
と
が
出
來
る
で
あ
ら
う
。
更
ら
に
古
本

の
逆
修
読
法
を
師
秀
読
草
と
比
較
す
る
に

一
暦
原
始
的
價
値
を
有
す
る
も
の
と
考

へ

る
。
何
と
な
れ
ば
鎌
倉
時
代
は
記
録
井
に
消
息
文
等

は
漢
丈
交
り

の
和
文
が
多
く
行
は
れ
た
か
ら
逆
修
読
法
を
記
録

す
る
に
は
、

こ
の
方

法
が
最
も
自
然
で
あ
つ
た
と
思
う
。
然
し
世
間
に
公
に
す
る
に
は
漢
文
奪
重

の
風
脅
に
應
じ
て
字
句
に
修
正
を
加
ふ
る
こ
と
も
叉
決
し
て

無
理
か
ら
ぬ
こ
と
で
あ
る
。
こ
の
意
味
に
於
て
望
西
は
特
に
漢
文
の
逆
修
読
法
を
採
用
し
て
語
燈
録

の
中
に
入
れ
た
も

の
で
あ
ら
う
。
故

に
古
本

の
奥
書
に

「
但
集
二
多
本

一或
有
二眞
字

一或
有
二假
字
一未
〆知
二何
正
噛今
且
就
二
眞
字
本
一集
〆之
、
須
γ
尋
二
正
本

一焉
」
と
斷
や
書

き
を

し
て
お

い
た
の
で
あ
る
。
特
に
漢
語
本
の
奥
書
は
筆
者
自
身

の
奥
書

で
は
な
く
て
、
あ
れ
は
望
西
の
奥
書
で
あ
る
。
然
る
に
師
秀
読
草

の

奥
書

は
筆
者
自
ら
そ
の
奥
書
を
し
た
も

の
で
あ
る
が
、
自
ら
そ
の
名
を
表
は
す
こ
と
を
遠
慮
し
て
「
或
人
聞
二
書
之
一
畢
」
と
記
し
た
屯

の
か

と
思
は
れ
る
。

こ
れ
ら
の
點
か
ら
考

へ
て
本
書
は
最
も
貴
重
な
丈
書
と
言
は
ね
ば
な
ら
ぬ
。
惟
ふ
に
宗
組
入
滅
の
後

、
七
百
有
餘
年

の
今

に
於

て
、
し
か
も
望
西

が
採
り
殘
し
た
假
字
本

の
逆
修
読
法
が
法
然
院
か
ら
發
見
さ
れ
た
こ
と
は
、
誠

に
貴

い
こ
と

で
あ
り
、
大
に
喜

ぶ

べ
き

こ
と
で
、
、安
土
所
藏
の
無
縁
集
と
共
に
大
に
尊
重
す
べ
き
も
め
で
あ
る
。
故
に
ご
玉
に

一
丈
を
草
し
て
以
て
紹
介

し
た
の
で
あ
る
。


